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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 3,009 8.0 116 402.4 111 － 203 －

2024年３月期第１四半期 2,785 7.2 23 － △3 － 12 －

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 203百万円（－％） 2024年３月期第１四半期 12百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 65.82 65.62

2024年３月期第１四半期 4.06 4.05

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 10,685 1,948 18.1

2024年３月期 11,657 1,745 14.9

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 1,934百万円 2024年３月期 1,731百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,100 2.4 500 △6.1 600 △31.5 400 13.2 64.56

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．当社は2024年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行う予定であります。

2025年３月期通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、当該株式分割の影響を考慮

した金額を記載しております。なお、当該株式分割を考慮しない場合の１株当たり当期純利益は129円12銭と

なります。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 3,099,381株 2024年３月期 3,099,381株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 1,383株 2024年３月期 1,383株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 3,097,998株 2024年３月期１Ｑ 3,063,487株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規　－社（社名）－　　　　、除外　1社（社名）AIAI Life Care株式会社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる場合があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページの「１．

経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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施設名 所在地 開設年月 形態

AIAI NURSERY千田 東京都江東区 2024年４月 認可保育所

AIAI NURSERY中国分 千葉県市川市 2024年４月 認可保育所

AIAI NURSERY下志津 千葉県佐倉市 2024年４月 認可保育所

AIAI PLUS新百合が丘 神奈川県川崎市 2024年４月 多機能型事業所

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、景気の緩やかな回復の基調

が見られる一方で、海外景気の下振れリスクや物価上昇、金融市場の変動の影響などにより、依然として先行き不

透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く事業環境として、厚生労働省による2024年２月発表の人口動態統計速報（2023年12月

分）によれば、2023年の出生数は前年に比べて5.1％減少（４万1,097人減少）の75万8,631人となった一方で、女

性の就業率の上昇にともない保育園利用ニーズは当面底堅く推移すると見込まれます。政府においては、2023年４

月に「こども家庭庁」が発足し、2023年12月には「こども未来戦略」を閣議決定し、児童手当の拡充や就労要件を

問わず保育を利用できる「こども誰でも通園制度」の創設、職員配置基準改善、保育士等の処遇改善等の施策を実

施すると発表しており、国策としての少子化対策の一層の強化が予想されます。

このような状況の中、当社グループは、東京都、千葉県、神奈川県及び大阪府で認可保育所（AIAI NURSERY）と

児童発達支援、放課後等デイサービス及び保育所等訪問支援を提供する多機能型事業所（AIAI PLUS)を主な業態と

して運営し、このエリアでは、「保育」と「療育」と「教育」の３つの「育」を一体的に提供する「AIAI三育圏」

を展開しております。

　当第１四半期連結会計期間末の運営施設数につきましては、以下の通り認可保育所３施設、多機能型事業所１施

設を新規に開設しました。

　これにより、当社グループは当第１四半期連結会計期間末時点で認可保育所87施設（東京都31施設、神奈川県３

施設、千葉県44施設、大阪府９施設）、多機能型事業所21施設の計108施設を営んでおります。

　売上においては、2024年４月に新規開園した３施設及び既存施設での園児受入が寄与し増収となりました。保育

士の人員増加にともなう費用増はあったものの、入園者数が前年度よりも好調となるなど、売上の伸びが費用の伸

びを上回った結果、営業利益の増益を達成しました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,009,145千円（前年同期比8.0％増）、営業利益は116,044

千円（同402.4％増）、経常利益は111,449千円（前年同期は経常損失3,446千円）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は203,931千円（前年同期比191,479千円増）となりました。

　なお、当社グループの報告セグメントは単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しております。
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（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、次のとおりです。

（資産の部）

　総資産は10,685,309千円（前連結会計年度末比971,905千円減）となりました。

　流動資産につきましては3,063,816千円（同668,988千円減）となりました。これは主に、現金及び預金の増加

235,525千円、売掛金及び契約資産の減少393,644千円、未収入金の減少446,268千円等によるものです。

　固定資産につきましては7,621,492千円（同302,917千円減）となりました。これは主に、有形固定資産の減少

297,080千円等によるものです。

（負債の部）

　負債は8,736,868千円（同1,175,116千円減）となりました。

　流動負債につきましては2,358,861千円（同621,755千円減）となりました。これは主に、短期借入金の返済

360,000千円、未払法人税等の減少183,753千円等によるものです。

　固定負債につきましては6,378,006千円（同553,361千円減）となりました。これは主に、長期借入金の返済

394,932千円等によるものです。

（純資産の部）

　純資産につきましては1,948,440千円（同203,210千円増）となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四

半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加203,931千円等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2025年３月期の連結業績見通しにつきましては、2024年５月10日に公表いたしました予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,668,498 1,904,024

売掛金及び契約資産 1,249,025 855,381

未収入金 452,258 5,990

その他 363,257 298,546

貸倒引当金 △235 △125

流動資産合計 3,732,805 3,063,816

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,221,918 5,582,467

機械及び装置（純額） 163,215 170,321

リース資産（純額） 263,789 116,988

建設仮勘定 551,474 3,107

その他（純額） 483,844 514,275

有形固定資産合計 6,684,241 6,387,161

無形固定資産

のれん 153,320 106,282

その他 3,403 6,516

無形固定資産合計 156,724 112,799

投資その他の資産

投資有価証券 71,149 71,149

長期貸付金 186,551 183,861

敷金及び保証金 653,070 633,804

繰延税金資産 54,425 116,805

その他 160,246 157,910

貸倒引当金 △42,000 △42,000

投資その他の資産合計 1,083,443 1,121,531

固定資産合計 7,924,410 7,621,492

資産合計 11,657,215 10,685,309

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 360,000 －

１年内返済予定の長期借入金 1,105,257 1,078,767

リース債務 17,147 6,590

未払法人税等 233,528 49,774

未払費用 661,752 621,653

賞与引当金 78,282 169,253

その他 524,649 432,821

流動負債合計 2,980,617 2,358,861

固定負債

長期借入金 6,131,303 5,736,371

繰延税金負債 250 211

リース債務 246,642 110,397

退職給付に係る負債 69,058 66,473

資産除去債務 450,424 443,410

その他 33,688 21,142

固定負債合計 6,931,367 6,378,006

負債合計 9,911,985 8,736,868

純資産の部

株主資本

資本金 29,756 29,756

資本剰余金 1,517,048 1,517,048

利益剰余金 166,079 370,011

自己株式 △288 △288

株主資本合計 1,712,595 1,916,527

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 18,827 18,106

その他の包括利益累計額合計 18,827 18,106

新株予約権 13,807 13,807

純資産合計 1,745,230 1,948,440

負債純資産合計 11,657,215 10,685,309
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

売上高 2,785,261 3,009,145

売上原価 2,448,159 2,562,736

売上総利益 337,101 446,409

販売費及び一般管理費 314,001 330,365

営業利益 23,100 116,044

営業外収益

補助金収入 － 12,453

その他 7,992 1,539

営業外収益合計 7,992 13,992

営業外費用

支払利息 18,786 16,709

支払手数料 10,875 439

開園準備費 4,414 279

その他 463 1,159

営業外費用合計 34,539 18,587

経常利益又は経常損失（△） △3,446 111,449

特別利益

資産除去債務戻入益 891 1,137

関係会社株式売却益 － 35,179

特別利益合計 891 36,316

特別損失

固定資産除売却損 245 －

特別損失合計 245 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△2,800 147,766

法人税、住民税及び事業税 32,728 5,844

法人税等調整額 △47,979 △62,009

法人税等合計 △15,251 △56,165

四半期純利益 12,451 203,931

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,451 203,931

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

四半期純利益 12,451 203,931

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 10 △720

その他の包括利益合計 10 △720

四半期包括利益 12,462 203,210

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 12,462 203,210

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　当社グループはチャイルドケア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

　当社グループはチャイルドケア事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

減価償却費 170,748千円 165,857千円

のれんの償却額 12,890 10,993

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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株式分割前の発行済株式数 3,099,381株

今回の株式分割により増加する株式数 3,099,381株

株式分割後の発行済株式総数 6,198,762株

株式分割後の発行可能株式数 16,000,000株

基準日公告日（予定） 2024年９月13日

基準日 2024年９月30日

効力発生日 2024年10月１日

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

１株当たり四半期純利益 2円03銭 32円91銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 2円02銭 32円81銭

現行定款 変更後定款

（発行可能株式総数）

第５条　当会社の発行可能株式の総数は、800万

株とする。

（発行可能株式総数）

第５条　当会社の発行可能株式の総数は、1,600

万株とする。

（重要な後発事象の注記）

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）

　当社は、2024年７月19日開催の取締役会において、株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更を行うことを決

議いたしました。

（１）株式分割の目的

　当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることにより、投資家の皆様がより投資しやすい環境を整

え、当社株式の流動性を向上し、投資家層の拡大を図ることを目的としております。

（２）株式分割の概要

①　分割の方法

　2024年９月30日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式を、

１株につき２株の割合をもって分割いたします。

②　分割により増加する株式数

（注）上記の発行済株式総数は、新株予約権の行使により株式分割の基準日までの間に増加する可能性があ

ります。

③　分割の日程

④　１株当たり情報に及ぼす影響

　当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下のとおりであ

ります。

（３）株式分割に伴う定款の一部変更

①　定款変更の理由

　今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、2024年10月１日をもって、当社定款第５

条の発行可能株式総数を変更いたします。

②　定款変更の内容

　変更の内容は以下のとおりであります。

（下線は変更箇所を示しております。）

③　定款変更の日程

　効力発生日           2024年10月１日
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取締役会決議日 調整前行使価額 調整後行使価額

第５回新株予約権 2017年12月11日 518円 259円

（１）交付した株式の種類及び株式数 普通株式　　178,000株

（２）行使新株予約権個数 1,780個

（３）行使価額総額 267,000千円

（４）増加した資本金の額 133,705千円

（５）増加した資本準備金の額 133,705千円

（４）その他

①　資本金の額の変更

　今回の株式分割に際して、資本金の額の変更はありません。

②　新株予約権の行使価額の調整

　今回の株式分割に伴い、当社発行の新株予約権の１株当たり行使価額を2024年10月１日以降、以下のとお

り調整いたします。

（新株予約権の行使による増資）

　当第１四半期連結会計期間終了後、2024年７月24日までの間に第８回新株予約権の全部について権利行使が行わ

れております。当該新株予約権の権利行使の概要は次のとおりであります。

　上記の結果、2024年７月24日現在の普通株式の発行済株式総数は3,277,381株、資本金は163,462千円、資本準備

金は657,108千円となっております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年７月31日

AIAIグループ株式会社

取締役会　御中

ふじみ監査法人

東京事務所

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 渡辺　　篤

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 箕輪　光紘

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているAIAIグループ株式会社の2024年４月１日から2025年３

月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連結累

計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場

合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上
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